
大阪府立寝屋川高等学校（定時制の課程） 指導と評価の年間計画（シラバス） 

学校番号 Ｔ０２０６ 

平成 31 年度 理科 

教科 理科 科目 地学基礎 単位数 ２単位 年次 ４年次 

使用教科書 高等学校 改訂 地学基礎 （第一学習社） 

副教材等  使用しない 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

この授業では、私たちが日常生活を送る地球や宇宙について学びます。具体的には、私たちが住む地

球とは宇宙の中でどのような存在なのか、なぜ気象が変化したりするのか、なぜ地震が起こるのかな

どについて、大きなスケールで考えていきます。 

授業時には、教科書・筆記用具・ノートやプリントを忘れずに持参してください。 

 

２ 学習の到達目標 

日常生活や社会との関連を図りながら地球や地球を取り巻く環境への関心を高め、目的意識をもって

観察・実験などを行い、地学的に探究する能力と態度を育むとともに、地学の基本的な概念や原理・

法則を理解し、科学的な見方や考え方を養う。 

・宇宙の誕生と地球の形成について観察・実験などを通して探究し、宇宙と惑星としての地球の特徴

を理解する。 

・変動する地球について観察・実験などを通して探究し、地球がプレートの運動や太陽の放射エネル

ギーによって変動してきたことを理解する。また、地球の環境と人間生活とのかかわりについて理

解する。 

 

３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.観察・実験の技能 d.知識・理解 

観点の 

趣旨 

地学的な事物・現象

に関心や探究心を持

ち、意欲的にそれら

を探究するととも

に、科学的態度を身

につけている。 

地学的な事物・現象

の中に問題を見出

し、観察・実験など

を行うとともに、事

象を論理的・総合的

に考察して問題を解

決し、それらを表現

している。 

地学的な事物・現象

に関する観察・実験

の技能を習得すると

ともに、それらを科

学的に探究する方法

を身に付け、観察・

実験の過程や結果か

ら論理的に考察して

いる。 

観察・実験などを通

して地学的な事物・

現象に関する基本的

な概念や原理・法則

を理解し、知識を身

につけている。 

評価 

方法 

授業態度 

ノート・ワークシー

ト・実験レポート 

定期考査 

授業態度 

ノート・ワークシー

ト・実験レポート 

定期考査 

授業態度 

ノート・ワークシー

ト・実験レポート 

定期考査 

授業態度 

ノート・ワークシー

ト・実験レポート 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の 

観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

前 

期 

宇
宙
に
お
け
る
地
球 

宇宙の構成 

◎   ○ 

ａ：宇宙における地球について関心を

持ち、意欲的に探求しようとして

いる。 

ｂ：宇宙における地球について問題を

見出し、科学的に思考・判断し、

導き出した考えを表現している。 

ｃ：宇宙における地球に関する実験・

観察を行い、それらを探求する方

法を習得するとともに、過程や結

果を的確に記録・整理している。 

ｄ：宇宙における地球について理解し、

知識を身につけている。 

授業態度 

ノート・ワ

ークシート 

実験レポー

ト 

定期考査 

太陽 

○ ◎  ○ 

太陽系の中の地球 

◎   ○ 

宇宙における地球

に関する探究活動 
 ○ ◎ ○ 

活
動
す
る
地
球 

地球の姿 

◎   ○ 

ａ：活動する地球について関心を持ち、

意欲的に探求しようとしている。 

ｂ：活動する地球について問題を見出

し、科学的に思考・判断し、導き

出した考えを表現している。 

ｃ：活動する地球に関する実験・観察

を行い、それらを探求する方法を

習得するとともに、過程や結果を

的確に記録・整理している。 

ｄ：活動する地球について理解し、知

識を身につけている。 

授業態度 

ノート・ワ

ークシート 

実験レポー

ト 

定期考査 
火山活動と地震 

○ ◎  ○ 

活動する地球に関

する探究活動 

 ○ ◎  
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学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の 

観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

後 

期 

移
り
変
わ
る
地
球 

地層や岩石と地質

構造 

○ ◎   

ａ：移り変わる地球について関心を持

ち、意欲的に探求しようとしてい

る。 

ｂ：移り変わる地球について問題を見

出し、科学的に思考・判断し、導

き出した考えを表現している。 

ｃ：移り変わる地球に関する実験・観

察を行い、それらを探求する方法

を習得するとともに、過程や結果

を的確に記録・整理している。 

ｄ：移り変わる地球について理解し、

知識を身につけている。 

授業態度 

ノート・ワ

ークシート 

実験レポー

ト 

定期考査 地球環境と生物界

の変遷 

◎ ○  ○ 

移り変わる地球に

関する探究活動 

 ○ ◎  

大
気
と
海
洋 

地球の熱収支 

○ ◎   

ａ：大気と海洋とのかかわりに関心を

持ち、意欲的に探求しようとして

いる。 

ｂ：大気と海洋とのかかわりについて

問題を見出し、科学的に思考・判

断し、導き出した考えを表現して

いる。 

ｃ：大気と海洋とのかかわりに関する

実験・観察を行い、それらを探求

する方法を習得するとともに、過

程や結果を的確に記録・整理して

いる。 

ｄ：大気と海洋とのかかわりについて

理解し、知識を身につけている。 

授業態度 

ノート・ワ

ークシート 

実験レポー

ト 

定期考査 大気と海洋の運動 

○ ◎   

大気と海洋に関す

る探究活動 

 ○ ◎  

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について、 

優先度の高いものから、◎、○、空欄として示している。 

 


